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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】視認性が良く、美観や清潔さを損なうことが少
ない嗜好性飲料抽出用バッグを提供する。
【解決手段】嗜好性飲料抽出用バッグを構成する支持シ
ートの外表面に褐色の食品用熱シール性未晒紙フィルタ
ーを貼付する。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　　飲料を抽出するためにフィルターとして機能するバッグ本体に、外側表面に褐色の食
品用熱シール性未晒紙フィルターを貼付した支持シートを貼着したことを特徴とする着色
支持シート付嗜好性飲料抽出用バッグ。
【考案の詳細な説明】
【考案の詳細な説明】

【技術分野】
【０００１】
　本考案は、コーヒー、紅茶、緑茶又はその他嗜好性飲料を抽出するために用いる嗜好性
飲料抽出用バッグに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、コーヒー等の嗜好性飲料を、一人用飲料抽出用バッグを用いドリップ方式で入れ
て飲むことが多くなっている。飲料抽出用バッグは、飲料を抽出するためにフィルターと
して機能するバッグ本体と、抽出時にバッグ本体をカップ上に安定して保持する支持シー
トよりなるものが用いられている。
【０００３】
　支持シートは、一般的に白色略四辺形となっており、その中に各種の切込み線が設けら
れ、適宜の形状の係止部を引き起こせるようになっている。たとえば、特許文献１の２図
には、略四辺形の支持シート２１ａ及び２１ｂから、カップ口縁の外側及び内側に係止す
る部位２２ａ及び２２ｂ、２３ａ及び２３ｂが引き起こされるようになっている（図１）
。また、支持シートはコーヒー豆粉に注がれる湯に濡れたり、抽出後のコーヒー液に漬か
るため、食品衛生を考慮して、印刷などを施さず、白色のまま使用するのが一般的である
。
【０００４】
　かかる飲料抽出用バッグは、バッグ本体にコーヒー豆を挽いて粉にしたものを充填し、
バッグ開口部を封止した後、ガスバリヤー性の高いフィルムなどの包材で密封個包装して
、一人用ドリップバッグコーヒーとして商品化される場合が多い。
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－４５４９０号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来の嗜好性飲料抽出用バッグでは、バッグ本体および支持具が共に白
色であるため支持具の視認性が悪く、特に目に障害のある人には使い勝手が悪い場合があ
った。また、コーヒー豆粉を充填された嗜好性飲料抽出用バッグが長期に保存されたまま
になると、コーヒー豆粉が含有する褐色の油が支持具に浸透して斑に着色し、美観や清潔
性を損ねるという好ましくない現象が発生していた。
【０００７】
　本考案は、コーヒー豆粉を充填された状態で飲料抽出用バッグを長期に保存しておいて
も、美観や清潔性を損ねることのない嗜好性飲料抽出用バッグを提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本考案は、嗜好性飲料抽出用バッグを構成する支持シートの外表面に褐色の食品用熱シ
ール性未晒紙フィルターを貼付することにより、支持シートの視認性を向上させると共に
、コーヒー豆粉を充填された嗜好性飲料抽出用バッグが長期に保存されたままになっても
、美観や清潔性を損なわないようにしたものである。
【０００９】
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　すなわち、本考案は、飲料を抽出するためにフィルターとして機能するバッグ本体に、
外側表面に褐色の食品用熱シール性未晒紙フィルターを貼付した支持シートを貼着したこ
とを特徴とする嗜好性飲料抽出用バッグに関するものである。支持シートは、嗜好性飲料
抽出用バッグのバッグ本体をカップ内で係止する機能を果たすためにバッグ本体に貼付す
るものであり、その形状やバッグ本体を係止する方法を限定するものではない。
【００１０】
　嗜好性飲料抽出用バッグの一例に基づいて、本考案を具体的に説明する。図１は抽出用
バッグの正面図であり、図２は抽出用バッグの使用時における斜上方から見た斜視図であ
る。嗜好性飲料抽出用バッグ（１）の抽出用バッグ（２）（２’）の形状は特に限定しな
いが、開口面積を大きくするためバッグの側面にギャザーを設けた形状でも良い。抽出用
バッグの材質は、ろ過性を示す材料であれば特に限定せず使用可能である。紙製支持シー
ト（３）（３’）はケント紙のようにある程度の剛性及び弾性と共に、変形させた時その
形状に保持できる可塑性も有するシートで作成し、その形状は特に限定するものではない
。この紙製支持シートの外表面にはコーヒー用フィルターとして使用される褐色の熱シー
ル性未晒紙フィルターを貼付してある。
【００１１】
　紙製支持シートの左右の縁（６）（６’）および逆Ｔ字形部分（７）（７’）はバッグ
本体に貼着されている。中間部（８）、（８‘）、（９）、（９’）は、下部境界線（１
０）、（１０‘）、（１１）、（１１’）を軸として外側への折り曲げが可能であり、ま
た中間部（８）、（８‘）、（９）、（９‘）の上端に接続されている略Ｕ字形の先端部
（１２）、（１２’）は、上部境界線（１３）、（１３‘）、（１４）、（１４’）を軸
として更に外側へ折り曲げ可能である。従って、この嗜好性飲料抽出用バッグを使用する
ときは、バッグ表裏の先端部（１２）、（１２‘）をバッグを膨らませるように互いに反
対方向に引っ張り、逆Ｖ字状に開いた中間部（８）、（８‘）、（９）、（９‘）と先端
部（１２）、（１２’）の間にカップ縁を入れて、嗜好性飲料抽出用バッグをカップに安
定に設置することができる。（図２）
【００１２】
　紙製支持シートには、ケント紙のような腰があるシートを使用し、このシートの両面に
は熱シール性を付与するためにポリオレフィンなどのコーティング層を設ける。このよう
にして得られた熱シール性シートの片面に食品用に使用される褐色の熱シール性未晒紙フ
ィルターを貼付し、これを支持シート作成用の材料として使用する。
【考案の効果】
【００１３】
　本考案に係る着色支持シート付嗜好性飲料抽出用バッグを用いれば、支持シートが褐色
であるため白色のバッグ本体との区別が付き易く、目に障害のある人にとっても従来より
容易に支持シートを把持することができる。また、支持シートの外表面が未晒紙フィルタ
ーになっているため、把持部の表面摩擦抵抗が上がり把持し易くなる。更に、コーヒー豆
粉を充填したまま長期に保存され、コーヒー豆粉が含有する褐色の油が支持シートに移行
しても、支持シ－ト外観が褐色であるため油の移行が目立たず、美観や清潔性を損なうこ
とが少ない。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の着色支持シート付嗜好性飲料抽出用バッグの一態様で、使用前の折り畳
まれた状態における正面図を示す。
【図２】図１に示した本発明の着色支持シート付嗜好性飲料抽出用バッグの使用時に、コ
ーヒーカップの上に乗せた状態における斜視図を示す。
【符号の説明】
【００１５】
（１）　嗜好性飲料抽出用バッグ
（２）　抽出用バッグ
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（３）、（３‘）　紙製支持シート
（４）、（４‘）　紙製支持シートの上部の縁
（５）、（５‘）、（６）、（６’）　紙製支持シートの左右の縁
（７）、（７‘）　紙製支持シートの逆Ｔ字形部分
（８）、（８‘）、（９）、（９’）　中間部
（１０）、（１０‘）、（１１）、（１１’）　下部境界線
（１２）、（１２‘）　先端部
（１３）、（１３‘）、（１４）、（１４’）　上部境界線
（１５）、（１５‘）、（１６）、（１６’）　鰭
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【図１】
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【図２】
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